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新疆維吾尓自治区は、中国の一地域として
一九七八年「改革開放」から高成長を遂げてきたが、中国の中では経済発展レベルから「後進」地域として位置づけられている。その主な要因は 工業化（都市化）進度が全国平均水準より遅れていることによる。産業構造も重点産業育成政策により偏りを持っている。本研究の目的は、
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用し、新疆の経済成長及び産業構造変 の要因を明らかにすることである。新疆産業のＤＰＧ分析　
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によって発展させられたものであり、その後多くの研究者によりこ 計測手法を用いていろいろな国々の成長 が研究されてきた。我々は基本的には
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新疆における産業構造変化とその発展要因
その存在を前提するところの地域産品表と移輸入表とを分割する非競争型産業連関表が、新疆の場合、存在しないこ から、藤川清史（一九九九）の競争型産業連関表の取り扱い方にならい、同じ産業ではそれに対する全ての需要項目で移輸入比率に一定の仮定を置くこととした。本稿における
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本的には
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) の手法に移出入
を付け加えたものであるが、より詳しく中間財需要の需要主体を調べるため、より簡便にC
h
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( 一九六〇
) モデルに移出入を付け加
えたものを計測手法として用いた。　
新疆の産業連関表は、八七年一〇六部門表、
五十九部門表、七部門表（
M
P
S
型九十部門
表もある） 、九二年一二〇部門表、三十三部門表、六部門表 七 四 四十部門表、六部 二〇〇二年一二二部門表、四十二部門 、六部門表、 〇七年一四二部門表、四十部門表、六部門表が公開されている。　
本研究では、八七年五十九部門表、九二年
三十三部門表、九七年四十部門表、二〇 二年四十二部門表及び二〇〇七年四 をベースとし、 統合でそれらの産業 の
共通化を行った上で、第一次産業で優先産業となっている綿花と、 その他の第一次産業（本稿では「その他農業」と呼ぶことにしている）に分割し、五つ 年で共通の三十三部門表を作り、構成産業部門 統一した。　
実質化にあたっての価格指数の作成は、
八十七年について 新疆の使えるデータが入手できなかったの 中国全国の価格指数と同じという仮定を置いた。滕鑑（二〇〇一）で用いられている価格指数をそのまま用いることにした。九七年表、二〇〇二年表及び二〇〇七年表につい は、製造業、採掘は『中国工業経済統計年鑑』一九九八年版、二〇〇三年版及び二〇〇 版よ 現行価格を実質価格で割って価格指数を求めた。この『年鑑』における複数の産業を含む産業連関表の部門は、各産業の価格指数を生産額割合でウェイトをとり加重平均した。　
九十二年表は、製造業と採掘業につき『中
国工業経済統計年鑑』一九九四より、現行価格を実質価格 割って（一九九 はこれが出来ない）全国と新疆の 三年価格指数を求めておき、既存の全国の名目と実質の産業連関表より九二年 価 指数を拝借し、全国における九三年価格指数を説明変数とし九二年価格指数 被説明変数 する回帰式を新疆に適用して、新疆の九二年価格指数を求めた。回帰式における実現値と理論値との間の残差も考慮したので かなり精密なものになり得ていると思われる。　
九二年の第一次産業、建築業及び第三次産
業の価格指数は、全国の九二年産業連関表か
5ら拝借した価格指数とここで得られた製造業と採掘業における新疆の九二年価格指数との相関（回帰式の決定係数は〇・七一）を利用して求めた。　
九七年、二〇〇二年及び二〇〇七年の第
一次産業、建築業及び第三次産業の価格指数は、製造業と採掘業における新疆 九二年価格指数と上で求めた同じく新疆の九七年、二〇〇二年及び二〇〇七年価格指数との相関を利用して求めた。綿花の価格指数は、各年とも『新疆統計 鑑』 一〇 版より、農産物買付価格指数の 「綿花」 項目を利用した。　
こうして整理された五期の産業連関表（実
質化非競争型表）を使って四期間の
D
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分
析（ここでは、字数制限でモデル内容の説明は省略する）を行ったところ、以下のような結果が得られた。第一期の発展主軸　
一九八七年から一九九二年までの第一期に
おいては、発展の主軸は建設、商業である。建設業の発展は、インフラ整備の推進 とりわけこの時期（一九九〇年）に完成したユーラシア鉄道及び南新疆鉄道 拡張等の建設が行われてきた点による影響が大きいと考えられる。　
商業の発展は、道路、鉄道建設に伴い、海
外や国内各地との取引量が増大したことによると考えら 八七年から九二年にかけては、製造業の発展も比較的高く、その発展に著しく貢献した は移出であった。そし 、製造業によ 建設業への民間投資需要や製造
業の移出増による商業への中間需要の伸びが建設業、商業の発展を促進させた。一方、民間消費は伸び悩んでい 。第二期の発展主軸　
一九九二年から一九九七年までの第二期に
は、最も発展している産業は、石油採掘、石油加工、化学などであり、それら に大きく貢献している項目は移入代替である。製造業は移出が減り、伸び悩んでいる。化学工業は中間需要で大きく伸びている。化学の場合、中間財需要は農業によ 需要が非常に大きい。そして製造業による建設業への民間投資需要や製造業の移出減による商業への中間需要の停滞が建設業、商 の発展をも抑制する結果となった。　
八七年から九二年にかけては、中央アジア
諸国の独立後の混乱のなかで、それら 国による綿花、紡績の消費が減り、新疆から それらの輸出が大きく減って る（九二年か九七年にかけても綿花は少し減っている）が、九二年以降、紡績は平均成長率以上に輸出が伸びている。　
九二年から九七年にかけては、紡績業は製
造業のなかでも成長は遅いものとなってしまったが、九二年までの移出に代わって輸出が成長を引き上げ ことがわかる。紡績業は移出が困難になった分を輸出によって補おうとしていると考えられる。第三期の発展主軸　
一九九七年から二〇〇二年までの第三期に
おいては、食品工業と電力熱力生産業の発展が比較的高く、その発展に著しく貢献した項目は技術変化と民間消費であった。投資の低下は経済発展に大きくマイナス影響を与える項目だった。　
紡績業は投資が大幅に下がり、伸び悩んで
いる。食品工業が著し 発展を得た理由としては、この時期に渡って大量の民営企業（アルマン食品会社等）の興起等にあると考えられる。第四期の発展主軸　
二〇〇二年から二〇〇七年までの第四期に
は、新疆経済発展に全体的に大きく貢献しいる項目は輸出、投資、中間財の輸入代替及び最終財の輸入代替であり、移出、消費、技術変化などの項目が減り、伸び悩んでいる。　
この時期、新疆経済成長において大きく発
展している産業は化学工業、金属精錬業、電力熱気生産業、石油天然ガス採掘業などである。この期間に渡って著しく伸びた項目としての輸出の成長理由として 、中国中央政府の中央アジア向けの対外開放政策 支持とカザフスタン等中央アジア諸国の二〇〇二年以降の高度成長が考えられる。　
第三期において大きく減少した投資が、こ
の時期には正 影響を与 るようになってきたのは西部大開発政策の実質化によ ものと考えられる。　（ショホラット・モハメット　　　
新疆財経大学統計与信息学院助教授）
